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実験には，歯冠部全体にエナメノレ質が形成され， しかも maturation が完成されていない時期の試
料として， 分娩前の牛胎児下顎臼歯を用いた。 これをエナメノレ質の成熟程度にしたがって唆頭頂部
(E1)，中央部 (E2)，歯頚部 (E3) の三部分に分けた。 これは，同歯牙の成熟程度が，歯軸に垂直な
Eh E 2, E3 !C対応すると考えられるからである。なお，比較用の試料として成牛エナメノレ質 (E) を
用いた。
エナメノレ質の石灰化 lとともなう無機質の結晶状態の変化をみるために，上記試料を 200 mesh 以下
に細粉し，先づ粉末法X線回折を行った。結晶性を論ずる場合，結晶子の大きさと格子不整の両因子
が考えられるにもかかわらず，従来エナメノレアパタイトに関する研究において両者を分離することな
く論ぜられてきた。 そ乙で著者は， HaU の方法を応用して，結晶子の大きさと格子不整とを分離し
て結晶性の変化を検討した。この結果，結晶子の平均的大きさについてみると， E3 の 600A にたい
して E2， E 1 では 1400A となり， maturation の完成している E では 1700A を示していた。したがっ
て，石灰化の初期においては急激な結晶子の大きさの増大が起っていることがわかる。また，格子不





成熟エナメノレ質 E3--El の吸収バンドは五群に分類できた。すなわち， 3400--3300 (OH-) ; 1450, 
1415, 870 (C03一) ; 1095--1030 (P04ーー) ; 2930 (CH2) ; 1650, 1550 (amide 1, I) cm- 1 である。
とのうち，脂質によると考えられる 2930 cmーに蛋白質によると考えられる 1650， 1550 cm- 1 の吸収
は，成熟とともに低下し， とくに 1650 cm- 1 の吸収の低下は著明であった。 そして成熟エナメノレ質




結果，石灰化の進行した E1 では glycine， proline, glutamic acid, leucine などの占める比率が減




少がみられ，塩基性アミノ酸が増加するとともに， glycine, pr叫ine， glutamic acid, leucine などが
減少している乙とが認められた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，エナメノレ質の性状について物理化学的に研究を行ったものであるが，従来ほとんど解明
されていなかった無機質の代謝と有機質のそれとの関係について解析を行い，石灰化過程に関し重要
な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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